
  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

   

                       

 

  

   

   

 

                     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長報告： 
ルイーズよりご挨拶 
インターンシップ先を探す
ために日本に来ました。私
をインターンシップで受け
入ていただける会社があり
ましたらよろしくお願いい
たします。 
 

 

 

●前回報告／2010 年 5 月 28 日 1117 回例会 

「今の民事裁判、これからの民事裁判」 

     みのり総合法律事務所 所長 

    当クラブ会員  小原 健 氏 

 

 

 

 卓話 ： 「スロバキアで医学を学ぶ道」  

スロバキア・コメニウス大学 医学部 3年 妹尾 優希 氏 
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● 第 1490 回 例会報告 ／ 2018 年  8 月 3 日  

出席報告：会員 59 名 /出席  36 名 欠席 23 名 

   ゲスト  ：妹尾優希（卓話）、ルイーズ・ラスキン 

       出川敬司、田中誠 

   ビジター：前田順一(大阪北 RC)  計 5 名（敬称略） 
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地区ロータリーの友委員会：（大日方委員） 

本日ロータリーの友８月号がでております。盛り沢山

の内容となっておりますので、お目通しください。 

親睦活動委員会：（淺沼委員長） 

8/7 に火曜会と暑気払いを同時開催いたします。まだ受

け付けておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

● 本日の例会  2018 年 8 月 10 日   通算 1491 回  本年度 第 ６ 回 

卓話：「サイバーセキュリティと仮想通貨が日本を救う」 
元衆議院議員・東京大学院客員教授・松田政策研究所代表 松田 学 氏 

         

 

 

 
 

 

 

 
    

 

 
 
 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

2018～19年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」 

８月理事会報告 
 

 
日時：2018 年８月３日（金）例会後 13：40～15：00 
場所：ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 １Ｆ「ありあけ」 
出席者：小林、石井(謙)、藤本、木下、土屋、金山、 

鈴木(康)、田村、藤井(万)  計９名 

１.ガバナー補佐訪問クラブ協議会テーマについて 
9/14 のクラブ協議会テーマは、「出席率の向上について」
とする。当日、会員の皆様に案を発言してもらうため、
事前に考えてきてもらうようにする。担当は、木下 SAA

リーダー（金山幹事は補佐）。当日の司会進行役を務める 

2.12 月 14 日、平成 31年 3 月 8日例会場の件 

（赤坂インターシティ見学報告及び見積書の件） 

国際文化会館・氷川神社・赤坂インターシティの見積も
りを比較検討し、12/14、H31/3/8 の例会場は、赤坂イン
ターシティとすることで承認。 

3．福山赤坂ＲＣ義援金について（報告） 
福山赤坂ＲＣへの義援金対応は、持ち回り理事会通りと
し、義援金は福山赤坂地区の復興に役立てていただくこ
ととした。 

4. 公山城ＲＣグローバル補助金事業について（報告） 
カンボジアトイレ新設に関するグローバル補助金事業
は、7/11 に承認され、7/31 に赤坂ＲＣ負担分拠出金を入
金。公山城ＲＣにも報告済。 

（グローバル補助金が 33,000 ドル、赤坂では、2,100 ドル
(＋諸経費 100 ドル)の拠出） 

※３，４については、取りあえず基金会計にて拠出する。 

5．未収金累積の処理について 
未収金累積の処理についての結論は、本日の理事会での
結果を踏まえて、持ち回り理事会で決定する。 

6. 会費等請求期日設定について、７月会計報告 
＜会費等請求期日設定について＞ 

入金状況は 8/2 現在 40 人入金、16 人未入金である。 

➀2018-19 年度上期の未納入者については、８月末日まで
に入金いただけるよう書面でお願いする 

②2018-19 年度下期請求は２月末日とする。 

＜７月会計報告＞ 
７月会計について、予算通り進んでいる。 

（食事について、１食不足は１回のみであった。） 

7．赤坂カルテットについて 
若い会員に根を張りつつあるため、継続して行っていく。 

8．その他 
・清水会員の退会を承認。 

・出川氏の入会申込を承認。（十亀会員との入れ替わり） 

・インターネットのプロバイダを切り替えることで承認。 

 

2012～2013 年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報      

Weekly Report         会長  小林  博茂                            

 

2018～2019 年度クラブテーマ 
「 手に届く奉仕、目に見える奉仕 」 
 

 

紹介者：長谷川会員 

慶事披露： 

 

 

誕生祝い 

木下 京子 君 (8/8) 

藤本 亮  君 (8/17) 

中森真紀子君 (8/18) 

 

 
(ご欠席)  尾関 武男 君(8/22)  関 陽一 君(8/27) 
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日 付 
開始時間 

終了時間 場 所 事 項 内  容 

8 月 17 日             休    会 

8 月 24 日 

12:30 

| 

13:30 

37F アリエス 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 

卓話：「「地域包括ケアの現状と課題 ～超高齢

化社会の日本で起こっていること～」 

高瀬クリニック院長 高瀬 義昌 氏 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：小林博茂 副会長：石井謙次 幹事：金山 驍 公共ｲﾒｰｼﾞ委員長：鈴木康介  今週の担当：谷口友保 

  

     
8月 3日  13件 26,000円  累計 163,000円

 
 

多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

小林博茂/金山驍/岩上義明/長谷川毅/土屋

東一/藤井万博/西澤民夫/淺沼洋一/佐藤仁/

張宇/木下京子/高山宇佳/福田栄二 

「スロバキアの医学部留学について」  妹尾 優希 氏 (8/3 卓話) 

 
 

 

 

 

 

私はスロバキアのコメニウス大学医学部で学んでいます。小
学校を日本で、中高をニュージーランドで卒業しました。
様々な文化や地域の事情を理解し、ヨーロッパの医療スキル
を身につけた医師として活躍する事を目標としています。ス
ロバキアの医学部留学についてお話したいと思います。 

1) 医学部について 
コメニウス大学は首都ブラチスラバにあります。医学部は
1919 年に設置された現地のスロバキア語コースに 300 人、
1993 年に新設された留学生向けの英語コースに 230 人が入
学します。留学生コースでは近隣のドイツやポーランドをは
じめとするヨーロッパ各国からの留学生が医学を学んでい
ます。2018 年現在、在学している日本人は 10 人程です。授
業料は年間 9,500 ユーロ（約 123 万円）とヨーロッパの他国
と比べると低額です。 

2) 入学 
2018 年 6 月より、入学試験の内容が大幅に変更され難易度
がやや上がりました。それでも日本の医学部受験よりは入学
が簡単かと思います。出題される問題集は事前に購入するこ
とができ、内容は 1500 問（化学 750 問、生物 750 問、各問
題につき選択肢 8 つ・複数回答あり）で、入試で出題される
のは各教科 50 問ずつです。 

3) カリキュラム 
カリキュラムは、学年全体で行う「講義」と、少人数のグル
ープに分かれ実践的な授業を行う「プラクティカルレンッス
ン」の 2 つに分かれます。後者は 100%の出席率が求められ
るものもあります。最初の 3 年間は座学を中心に医学の基礎
知識を身につけますが、1 年目から人体解剖を行い、2 年生
では学生同士で採血の練習をするなど、低学年から実際に手
を動かし、目で見て座学で学んだ内容を体験する授業が多い
のが特徴です。 

学期末には筆記試験と口頭試問が実施されます。口頭試問は
事前に公開されている 150 問〜180 問から 3 問ほどクジで
引いた問題をその場で答えます。知識の他にもプレゼンテー
ション力が問われます。 

4) 現地での生活 
同じ大学で学ぶポーランド人の男女 2 人とフラットシェア
をしています。大学周辺には学生向けアパートメントがあ
り、3DK で 1200 ユーロ（約 15 万 6000 円）と一人当たり
5 万円弱ほどです。 

物価は、日本と比べると低く暮らしやすいです。カフェのコ
ーヒー1 杯 1.20 ユーロ（約 156 円）、スーパーで買う水 2L 

は 0.60 ユーロ（約 78 円）です。食費は少し贅沢をしても月
1 万円〜1 万 5000 円に収まります。 

5) 卒業後の進路 
卒業後は、日本もしくは EU での就職の 2 つの進路からキャ
リアパスを選ぶ事ができます。まず、EU の医師免許を取得
するためには、卒業試験に合格し、卒業論文を提出する必要
があります。その後 EU での就職を目指す場合は、まず働き 

たい国の語学能力試験に合格し、就職先の病院と契約し
ます。就職先が決まった後は研修期間を経て博士号・専
門医資格の取得など多様な選択肢があります。 

日本での就職を目指す場合は、日本の医学部卒業者と同
様に国家医師試験を受験する必要があります。注意しな
ければならないのが、大学や在籍中の成績により、日本
語診断審査のみで受験資格があたえられる場合、国家医
師予備試験の受験や、1 年間の病院実習が必要な場合、
受験資格が認められない場合があることです。 

6) コメニウス大学で学ぶ魅力 
学費が日本の私立大学と比べて低額である事や、実技を
中心としたカリキュラム、物価が安い事の他に、東欧で
学ぶ魅力として、他国へのアクセスの良さや、豊富な交
換留学制度があります。 

スロバキアは、様々な国の支配下にあった背景から、首
都ブラチスラバがオーストリア、ハンガリー、チェコの
国境近くに位置しています。ウィーンまでバスで 45 分、
ブダペストまで列車で 2 時間半、プラハまで列車で 5 時
間ほどで行く事ができます。週末に外国へ小旅行に行く
事が簡単なため、この 3 年間で友人と様々な地域の観光
ができました。 

EU 加盟国と EEA 加盟国間では、医師免許と医学部の
単位が相互的に認証されています。そのため、他国への
編入も可能です。交換留学制度も充実しており、大学間
の制度以外にも、NGO を通じての留学、個人で大学に
直接連絡する留学も可能です。1 学期だけお試しで他の
大学に留学し、その後、気にいれば編入する事ができる
のは、欧州の大学の魅力です。 

7) スロバキアの医療事情 
近年スロバキアでは若い医師不足が問題となっていま
す。これは長時間勤務と、それに対する給与の低さ、他
国と比べての施設の不備が原因です。欧州内の医師免許
の相互認証制度により、多国語を話せる若い医師は他の 

EU 加盟国に働きに行ってしまいます。留学生のほとん
どが大学病院に残らずに母国に帰ってしまうというの
が現状です。コメニウス大学病院で勤務している産婦人
科医の基本給は月 800 ユーロで（約 10 万 4000 円）、
隣国のオーストリアやドイツの約 1/3 と低額です。 

多種多様な文化が入り混じる、東欧での可能な貴重な経
験を積んでいきたいと思います。皆様のご感想をお寄せ
頂けましたら幸いです。 


